






































を統治する権利を有する」（having independent authority and the right to















































































































































る例として、同年の「庶民院の謝罪と償い」（Apology and Satisfaction of
アメリカにおけるブラック・ナショナリズムの源（）──理論枠組と仮説── 7
─ 7 ─

























































































































































































































































































































































































































































































































Anderson, B. (1991［1983］) Imagined Community, rev. edn, London:Verso.（白石隆・
白石さや訳『増補 想像の共同体』NTT出版、1997年）
Greenfeld, L. (1992) Nationalism: Five Roads to Modernity, Massachusetts: Harvard
University Press.
Kedourie, E. (1994［1960］) Nationalism, 4th edn, Oxford: Blackwell. （小林正之ほか
訳『ナショナリズム』学文社、1993年）
─── (1970) Nationalism in Asia and Africa, London: Weidenfeld & Nicolson.
アメリカにおけるブラック・ナショナリズムの源（）──理論枠組と仮説── 25
─ 25 ─
Kohn, H. (2005 ［1944］) The Idea of Nationalism: A Study in Its Origins and
Background, New York: The Macmillan Company.
Meyer, W. John. (1997) cWorld Society and the Nation-Stated, American Journal of
Sociology, Vol. 103, 144-181.
Morgan, Edmund S. (1988) Inventing the People: The Rise of Popular Sovereignty in










 オンラインの、Oxford Dictionary, Webster Dictionary, American Heritage Dictio-
naryで調べたが、当然のことながら意味はどれもほぼ同じであった。ところで、
























	 例えば、Ｒ・ハックルートは、次のような言葉を残している。¹in searching the
most opposite corners and quarters of the world, and, to speak plainly, in
compassing the vast globe of the earth more than once, the English have excelled
all the nations and peoples of the earth¾（Greenfeld 1992: 68）. この文章から、「ネ
ーション」と「ピープル」が明らかに同意語として使われていることが分かる。
さらに、ここで使われている「ピープル」は「身分の低い人々」を指すのではな
く、「尊厳ある、主権的な人々」を指すピープルを意味することも確認できよう。
) モーガンもそういうように、結果としてイングランドの議会はより民主的な政治
を行わざるをえず、選挙制度や議会制度に関する数々の改革を断行することにな
った（Morgan 1988: 68-69）。イングランドの民主政治の発展は、少なくとも部
分的には「主権的ピープル」というフィクションの結果であると言える。
* この「マージナルマン」という概念は、ケドゥーリの著作からヒントを得た。ケ
ドゥーリは、フィヒテらのドイツ・ロマン主義者らが、一方ではドイツの上層貴
族社会から相手にされず、他方では近代的啓蒙思想に感化されているがゆえに伝
統的社会に戻ることもできない、社会で居場所を失った「マージナルマン」の状
態にあったと考えた（Kedourie 1960: 46）。また、アジア・アフリカのナショナ
リストたちも、一方ではヨーロッパの支配者に「半人前」として扱われ、他方で
彼らが既に啓蒙化されているがゆえに伝統社会で居場所を失い、「マージナルマ
ン」になった（Kedourie 1970: 80-83）。彼らは「疎外された人々」であり、尊厳
を失い、アイデンティティ危機に陥り、深い苦悩を味わうことになる。
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